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堀江 稔 :基撤研究(B) :造伝性不蛙!服発症の分子基燥に関する統合的研究
;厚生労働科学 先天性QT延長症候i洋の家族内調査による遺伝的多様性の検
研究費補助金 討と治療指針の決定
























中江一郎 基撚研究(C) カ 若年健常者における血管内皮機能の経年変化とその要因の
[新規] 探索





l 基盤研究(C) カ 。医学と工学の連携による'屯気生理学的心臓突然死予知指標
の開発
t 親|学術領域研究交 多|借層データに基づく 心臓電気現象の統合的機能シミュ
レー ション
伊藤英樹 i基盤1)1究(B)交 遺伝性不整J氏発症の分子基撚に閲する統合的研究







プ ロ グラム 生体音分J)jlf技術に基づくビジュアル電子聴診器システムの
(A-STEP) 交 I~ :HB 
J栄索タイプ
[*M~i\] 
大野聖子 ! ~*撚研究 (C) 運動ストレスによるQT延長症候群患者の不整脈発症のメカ
[新規] ニズムの解明























































厚生労働科学 JJtì児 ・ 新生児期に発症する yjH~?台性逃伝性不整脈の実態調査、捌究費補助金交
[新規]
診断 ・治療ガイドライン作成並びに生体資料のパンク化




i 厚生労働科学 交交呼吸不全ド|期する調査研究研究費補助金 "J "/A' I ".:c. Y'-
ト川恵美子 ，基盤研究(C) :気J1重性病変と骨粗怒症の関連
[新規] レプチン受容体の関与についてー
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2008年 (H20年度) 会…分担f日|究者 会食一連携者
研究者名 研究種目 研究課題名












[新規] i s 1遮|折誕の心筋に対する効巣
山本 孝 若手lUI究(B)
1 虚[fn性心疾患でのLP-PLA2泌度 ・活性 ・遺伝子多型と冠動
l服プラーク組成の検討
芦原 貴司 基有罪研究(B)










2007年 (H19年度) 食…分担研究者 交交…迷Jjt者
研究者名 研究種目 研究課題名
文部科学省 「細胞・生体機能シミ ュレーションプロジェクト」異分野























文部科学省 i*IlJ包・生体シミュ レー ションプロジェク ト」全心臓電気
芦原 貴司 リー デイング食 現象の包括的シミュ レー ション技術の開発による個別患者
プロジェク ト における不整脈発生危険予測システムの開発
基盤州究(B)食 統合的人休シミュ レー ションを目指 したバーチャル心臓の
機能モジ‘ュール化の研究
!基盤研究(B)カ スパイラル ・リ エン トリーの抜錨による致死性不整脈防止
[新規] 技術の開発
伊藤 英樹 若手刷究(B) SCN5A泣伝子異常陰性のブルガダ症候群における辿伝子興
常の同定と機能解析
2006年 (H18年度) 女…分姐研究者 交交・一連携者
研究者名 研究種目 研究課題名
文部 科 学省 「高II)J包・生体機能シミュ レー ションプロジェク ト」異分野
















[新規] 女 COPDのphenotyping~: 関する 包括的イí) 1 究
辻田 靖之 i若手研究(B) !核移行シグナルをつけたAktの遺伝子導入による心肥大抑fljlj
[新規] 作用
芦原 貴司 '若手研究(B) ヒ卜心室筋モデルの梢築を基燃と した致死性不整脈発生の
予知|に関する理論的研究
;基盤研究(B) ..f7統合的人体シミュ レー ションを目指したバーチャ ル心臓の
[新規] 機能モジ、ユール化の研究
文部 科 学省 「細胞 ・生体シミュ レー ションプロジェク ト」全心臓電気







2005年 (H17年度) 会 分担研究者 交交・・・連携者
研究者名 研究種目 研究課題名
堀江 稔 :基盤研究(A) i j宣伝性不整脈の分子医学 進t伝子診断の|臨床への応用
:文部科学 省 「制胞 生体様能シミュレーションプロジェク トj異分野
リーデイング食 融合による分子実態に基づく生物物理学的シミュレーター
プロジェク 卜 の開発



















， .文部科学 省 「細胞生体様能シミユ レーンヨノプロジェク トj異分野
リーデイングカ 融合による分子実態に基づく生物物理学的シミュレーター
プロジ‘ェク ト の l~fJ36





中野 恭幸 :特定領域研究 :多次元医用画像の知的診断支援 「解剖学的分類に基づく知|
[新規] " 的CADJ
松尾信郎 若手研究(B) 心筋梗塞患者の心筋リモデリングと IflL1i首内皮機能
藤井応理 若手引先(B) ウロテンシン Eの心不全形成に来たす意義の解明
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基盤引先(C) プロテオーム解析を用いたアンジオテン シン Eによる不全
[新規] 心形成の分子機構の解明
大西正人



















































APSR Short-Term Research/ Training 
Felowship (1-123) 
Evaluation of phenotypes according to 
HRCT and genotyp巴sin Vietnames巴




















































床へのフィ ー ドパックの方法論 (H22) 海外研修助成金
滋賀医科大学
2009年 (H21年度)












































Nguyen Quantitative computed tomography-based 































































リアルタイム 3次元心臓拍動シミュレータ. 1jiri T， Ashihara T， Umetani N， 19arashi T. 
Haraguchi R Yokota 1-1， Nakazawa K: A kinematic approach for effici巴ntand robust 
simulation of cardiac beating motion. PLoS ONE 2012; 7 :e36706. (2012噌10.25-27，東京， 日本
未来科学館)
-日本心電学会学術奨励賞・最優秀賞 木村紘美
Kimura H， Zhou J， Kawamura M， Itoh 1-I. Mizusawa Y， Ding WG， Wu J. Ohno S， Makiyama 
T， Miyamoto A， Naiki N， Wang Q， Xie Y， Suzuki T. Tat巴noS， Nakamura y， Zang WJ， Ito 
M， Matsuura 1-1， Horie M. Phenotype Variability in Pati巴ntsCarrying KCNJ 2 Mutations. 

















• Young Investigator Award 
大野型子
大野型子
Ohno S， Zankov DP， Ding WG， Itoh H， Makiyama T， Doi T， Shizuta S， Hattori T， Miyamoto 
A， Naiki N， Matsuura H， Horie M. KCNE 5 variants are nov巴1modulators of brugada 
syndrome and idiopathic ventricular fibrilation. (APHRS2011 & 26th JHRS 28th JSE合同
学会2011.09.18-22，福岡)
-日本心電学会最優秀論文貰 川村 美朋子
Kawamura M. Nagaoka 1， K巴nichi，Nishio Y， Itoh H， Kimura H， Miyamoto A， Mizusawa y， 
Jito Y. 1shida K， Ito M， Makiyama T. Ohno S， Sumitomo N， Oyama K， Horie M. Mutations 
堀江稔教授就任・呼吸循環器内科設立 10周年記念誌
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of the cardiac ryanodine Recepter (RyR 2) gene in catecholamin巴rgicpolymorphic 
ventricular tachycardia. (APHRS2011 & 26th JHRS 28th JSE合同学会2011.09.18-22，福岡)
呼吸器内科・ScientificPresentation Award 
Saita S. Kawata y， Niki N， Ohmatsu H， Tsuchida T， Eguchi K. Kaneko M， Moriyama N， 
Nakano y， Mishima M. Clinical chest CAD system for Lung Cancer， COPD， and 
Osteoporosis based on MDCT images. Joint Meeting combining， The 3 rd meeting of the 
Japanese Society of Pulmonary Functional Imaging and 5 th International Workshop for 
Pulmonary Functional Imaging (2011.01.28-30 Hyogo， Japan). 
• Scientific Presentation Award 
Tani S， Noma K. Suzuki H. Saita S， Kawata Y， Niki N， Miyazaki M， Nakano Y. Analysis of 
respiratory movement using 4 -dimensional chest CT image. Joint Meeting combining， 
The 3 rd m巴巴tingof the J apanese Society of Pulmonary Functional Imaging and 5 th 






• Asia-Pacific Heart Rhythm Society Scientific Session， Best Paper Award/Clinical 
(第1位) 芦原 貴司
Ashihara T， Haraguchi R. Nakazawa K. Namba T. Ikeda T， Nakazawa Y， Ozawa T. Itoh H. 
Ito M， Horie M: Roles of fibroblasts in the mechanisms of complex fractionated atrial 
electrograms and catheter ablation during chronic atrial fibrilation. (APHRS2010. 
2010.10.27-30，韓国，済州島)
-日本心電学会学術奨励賞・最優秀賞 伊藤 英樹
Itoh H， Sakaguchi T， Ding WG， Watanar】巴 E，Watanabe I， Nishio Y， Makiyama T， Ohno S， 
Akao M， Higashi Y， Zenda N， Kubota T， Mori C， Okajima K. Haruna T， Miyamoto A. 
Kawamura M， Ishida K， Nagaoka I， Oka Y， Nakazawa y， Yao T， Jo H. Sugimoto y， 
Ashihara T， Hayashi H， Ito M. Imoto K. Matsuura H， Horie M. Latent genetic backgrounds 
and molecular pathogenesis in drug-induced long QT syndrome. Circ Arrhythm 
Electrophysiol. 2 (5) :511-23.2009. (2010 .10.08-09，大分)
l呼l吸器内科
・第5回京滋呼吸器リサーチフォーラム優秀賞受賞
鈴木秀宣，田仁誠二，野間和夫財団伸介.河田佳樹，仁木 主主，宮崎正義， 中野恭幸 i4D-CT
を用いた|呼吸引J態の解析J(2010.04.03，京都). 
・第13回伊豆レスピ口口ジーフォーラムYoungInvestigator's Award 和田 広
和田広， 山田英人，大津 真， 長尾大志，中野恭幸 I村i1!I\ llì!í'~.見， 鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登
il吸気 .1乎気による気道の変化についての検討J(2010.08.21.伊豆)• 







Ashihara T. Constantino J.Trayanova NA. Tunnel propagation of postshock activations as 
a unified hypσthesis for fibrillation induction and isoelectric window. Circulation Research 
102 (6) :737-745.2008. (2009.7.2-4.京都)
.Young Investigator Award受賞 大野聖子
Ohno S. Tsuji K. Makiyama T. Nishio Y. Akao M. Kita T.Horie M: Multiple Mechanisms 
underlie Long QT Syndrom巴bythe Change of Amino Acid R259 in the intracelular S 4-S 















A novel SCN 5 A gain-of-function mutation M1875T associated with familial atrial 
fibrillation. J Am Col Cardiol. 2008.14;52 (16) :1326-1334. (2008 .11. 2剥I潟)
呼吸器内科
・平成20年度滋賀医科大学博士論文学長賞 山田英人
Yamada R Yoshida M， Nakano Y. Suganami T. Satoh N. Mita T. Azuma K. Itoh M. 
Yamamoto Y. Kamei Y. Horie M. Watada H. Ogawa y. 1n vivo and in vitro inhibition of 
monocyte adhesion to endothelial cels and endoth巴lialadhesion molecules by 
eicosapentaenoic acid. Arteriosc1er Thromb Vasc Bio1.28(12):2173-2179 ，2008. 
-平成20年度滋賀医大ベストティーチヤー賞 長尾大志









-平成19年度滋賀医科大学博士論文学長賞 Dimitar Petrov Zankov 
Angiotensin I Potentiates the Slow Component of Delayed Rectifer K + Current via the 




財団仲介，久保 満.河田佳樹， 仁木 登.1:1:1野恭幸，大松広伸，富永慶l悟，江口研二，森山紀之.
「マルチスライスCT画像を用いた一某単位別の肺気l毘抽出アルゴリズムJ(2006.04.08.京者1)
・第1回京滋呼吸器リサーチフォーラム優秀賞受賞





























• Hayashi H， Horie恥1:Prognostic value of P wave for dev巴lopingatrial fibrillation. In
Atrial Fibr;t/ation. InTech， Croatia， 2012， pp. 189-198 
• Hori巴 M:Chapter 15・Pipeteperfusion technique. In: Okada Y (ed): Path Clamp 
Techniques: from Beginning to Advanced Protocol. Spring巴r，2012， pp. 219-228 
【2011】
• Ashihara T， Constantino J， Trayanova N: Chapter 1: Mechanisl1s of defibrillation 
failure. ln Trayanova N (ed): Cardiac Oefibrillation -Mechanisms， Challenges and 




・堀江 稔:遺伝子疾患としての心房細動.平て壁新学.南江堂，東京， 2012， pp 
405-409 
・混江 稔 二不整脈 Nursing Afook 74:慢性疾患の急性増悪とその対応株式全
社学研マーケテイング，東京，2012， pp.44-53 
・ 芦原貴司:不整脈のシミュレーション.手壁新学.南江堂，東京， 2012，pp. 144-148. ・苧曹、貴司 :心室長忍曹~.成り立ちから理解する心電図波形:心筋の活動電位を読
みf!/ぐ.秀潤社，東京， 2012， pp.201-203. 
・中沢一雄，原口 亮，稲田 慎，芦原貴司 :仮想心臓シミュレーション. シミ
ュレーショニイ手持. コロナ社，東京，2012， p.45 
【2011] 
・ 堀江稔 :15章:細胞内瀧流法.最新ノ，0:yデクラシプ実訴皮修正 吉岡書庖，
京都， 2011， pp. 145-152 
・ 習志江 積、 ・: QT 桓織症怯斡 • _glj冊産学のあゆみ:ここまで進んだ不整脈研究の最
IJi身局.医歯薬出版株式会社，東京， 2011， pp. 105-108 






~.:プのための不塁手掛干診療方γ 〆ブ‘ック. メジカルビュー社，東京， 2011 ， pp. 7ト80
・ 伊藤英樹:QT延長症候群・短縮症候群.ステップアップのための不霊腕診療Jゲ
イ戸、ブ‘ック メジカルビュー社，東京， 2011， pp. 308-317 
・ 酒井宏，蔦本尚慶，堀江稔:心筋マーカーによる診断• 1NIJfE.学 :glj府 :
IJiL {， I診断e}'設握手のバBC4:怠控1/)$98.最新医学社，大阪， 2011， pp.78-88 
【2010] 
・ 総工稔 :心事渦動 今日の治療指針 :私はこう治療している 2010年重版:[if
学書院，東京， 2010， pp. 300・302
・ 堀江稔:ARB/ACE-1 による心房細動抑止効果• Annual Review :綾震諒2010.
中外医学社，東京， 2010， pp.182-188 
・ 堀江稔:脚ブロック.綾震悲虞;苦1NIJfの泣療2010-2011.南江堂，東京， 2010， 
pp.287-290 
・ 堀江 稔 :QT延長症候群.fJl環嘉手疾患のすイZ 二/ス.南山堂，東京， 2010， pp 
155-159 
・ 堀江 稔:疾患編， 4循環器疾患 :QT延長症候群. すーBの診断指針，第6版:
医学書院，東京， 2010， pp.888-890 
・ 堀江稔:第4章，患者に学ぶ心不全の診断と治療 :3特定心筋症，9不整脈源
性右室心筋症. 心不~.羊土社，東京， 2010， pp. 230-236 
・ 松本鉄也，堀江稔 :各論，循環器の基本薬， 3 s遮断薬，α遮断薬， 岬 遮断薬.
循環器の基本薬を使いこなす:腎機能保護を考慮した選び方・使い方のコツ.
文光堂，東京， 2010， pp.45・52
・ 芦原貴司 肥大型心筋症，心尖部肥大型心筋症(巨大陰性 T波)，拡張型心筋症，
不整脈源性右室心筋症(E波)，たこつぼ型心筋症(急性期)，急性心筋炎，急性心
膜炎 • I/) il!lflチェックヅス介 120. 中外医学社，東京，2010， pp. 228-249 
・ 芦原貴司:第 l章-4)心電図所見の記載のしかたのポイン ト， 第 3章 1ー-1) 2枝
ブロック患者で生じた失神発作→発作性房室ブロック，第 3章-1-2)RR間隔が
等しい細動波を認める高度徐脈→完全房室ブロックを伴う 心房細動. レジデ二/
外ノ一介者fJ. 羊土社，東京， 2010， pp. 35-42， 183-190. 
・山路正之，蔦本尚慶，堀江稔 :115アテノー ノレ.肥大空ゆ筋症βi!f/!Ji薬 中
外医学社，東京， 2010， pp，529・531
・ 山路正之，蔦本尚慶:116プロプラノロール. 肥大g心筋症β遮岩手薬 中外医
学社，東京，2010， pp.532-535 
・ 7.1<.津有香3 堀江 稔 :QT 延長症候群における突然死• 1/).穿'MÆ~予知す-lJ t:
堀江稔教授就任・呼吸循環器内科設立 10周年記念誌 145 -
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めの干Z韮害訴ノシヴ~ンベイシプお査. 医学書院，東京， 2010， pp. 36-43 
【2009】
・ 堀江稔 Arrhythmiasand sudden death in heart failure. AHA Highlights 2008ティ
一 ・エム ・シーカンパニー，東京，2009， pp. 136-140 
・堀江 稔:心室頻拍. 重，書f$!f伊原疾患s!fxず広マニュアノム 厚生労働省，東京，
2009， pp. 1-20 
. 堀江 稔:心房リモデデ、リング.長嘉薪fjK.学5蔚v府 E 嘉薪fL-ll暖是診参高断1fe;:滋主蛍含8療害の ABC
綾E窮言J諒~ : 2， I/)房雄F身 (i}ttT第2h，安).最新医学社，大阪， 2009， pp. 59-66. 
・ 堀江 稔:遺伝性不整脈 :4. QT延長症候群.最新E手笠原IHJ:iJiL-ll診断t法握手
のABC.続車諒11・心臓突然A.最新医学社，大阪， 2009， pp. 105ぺ12
・ 蔦本尚慶，堀江 稔 心不全のバイオマーカー :心腎相関.ffi.グ府 .jK手ぎのあゆ
み :l/)iIl管マノLデバイ才マーカー.;¥外ラテジー.医歯薬出版株式会社，東京，
2009， pp. 10-17 
・ 蔦本尚慶，堀江 稔.生化学的検査.重症心不2の予かe;:診療.中外医学社，東
京， 2009， pp. 111・117
・ 牧山 武，赤尾昌治， 堀江稔:遺伝子変異と多型• Brugada症候I1:痕欝'A;
f!Jj/J16診断.~首療指針の淀JÈ. メジカノレビュー社，東京， 2009， pp. 210-223 
・八尾武憲 感染性心内膜炎.緯度表J旨療薬のZび方 .~ll方， 若仰でわか石薬
物療法のポイ二/;..eIHs!J.羊土社，東京， 2009， pp.324・329
・ 八尾武憲:慢性収縮性心膜炎 綾JE蒜滋握手薬のEび方 .~ll方， 症例でわか3
薬物療法のポγ二/介eIHs!J.羊土社，東京， 2009， pp， 33ト332
【2008】
・ 堀江稔:Pharmacologic therapy in atrial fibrilation: Clasic and innovative. AHA 
Highlights 2007ティー・エム ・シーカンパニー，東京， 2008， pp， 266-271. 
・ 堀江 稔 : 虚血性心疾患の概念と病態生理• B;t/Ilt.灰岩fl}:iJ，原作の糎后甲府宇4.
日本臨休社，東京， 2008， pp， 349-353 
・ 堀江稔不整脈治療薬の催不整脈作用. 綾震悲痛見書長野の泊痕南江堂，
東京， 2008， pp. 325・326，
・堀江 稔:不整脈源性右室異形成 ・心筋症 (ARVC/C).最新E手笠原府・新L-ll
診断tJ2震のABC58.綾震H9 : I/)Jj;/Jf.最新医学社，東京， 2008， pp， 194・199
・ 堀江稔，奥村謙，小野克重，平岡昌和(共編) : ポ壁新予か/ご応/プ~ARB， バCE
/lD~薬t アノL 外ステロシ話説薬.株式会社ライフメディコム，東京， 2008 
・ 堀江 稔:不整脈とイオン ・チャネノレ病. 綾貨車斤符J診療Jゲイ〆ライン -最新
の診療指針.総合医学社，東京， 2008， pp. 184-185 
・ 蔦本尚慶，堀江稔:慢性腎臓病患者における心機能の血清学的診断• I/) 1f.摺
堀江稔教授就任・呼吸循環器内科設立 10周年記念誌
循環器内科 -ft"E薗・E沼田闘E告書1.-
原の戒を阜tAg;e:J.診療 羊土社，東京， 2008， pp. 16ト169
・ 蔦本尚慶，堀江 稔・ 心不全.レジデ二/fーのための栄菱重苦J!11*マ二ユアノム
文光堂，東京， 2008， pp. 238-247 
・ 芦原貴司 :携帯心電図 ・負荷心電図.不霊腕診療SkillUpマニュアノム 羊土社，
東京， 2008， pp. 44-49 
・ 芦原貴司:心室細動 ・心停止 手壁新診療SkillUpマニュアノム 羊土社，東京，
2008， pp.201-214 
・ 芦原貴司:カテコラミン誘発性多形性心室頻拍. 不整腕診療 SkillUpマニュア
ノム 羊土社，東京， 2008， pp.251-256 
【2007】
・ 堀江稔:Ablation for AF Techniques， results and risks. AHA HighJjghts 2006ティ
一 ・エム ・シーカンパニー，東京， 2007， pp. 174-179 
・ 蔦本尚慶.Biomarkers in CHF: Old and New. AHA Highlights 2006ティー・エム ・
シーカンパニー，東京，2007， pp.286-292 
・伊藤誠 :非虚血性心筋症における植込み型除細動器の有用性を見る. 抗手重
lJif薬のすべて:待jlj編 先端医学社，東京， 2007， pp. 22・30
・ 伊藤誠:心室細動，心室粗動. 綾環悲症候'1 (1ノ: ぞの勉の緯度表英;苦~â"
めて.日本臨休，東京，2007， pp. 355・361
・ 伊藤 誠・心室頻拍 • tJIJg.葬'jf迫害'1 (1) : ぞの勉の綾Z言語F見書~â"めで.日 本
臨休，東京， 2007， pp.381・386
・ 蔦本尚慶・バイオマーカーからわかる心不全. 心不全若予訪す-!;:芳若~#Jd.­
ll，厚芳三"#Jd.-ll止めの診療ス外ラテジー. 中山書庖，東京， 2007， pp.98-105 
・ 蔦本尚慶，堀江稔 :ANPとBNPを病態診断にし、かす.1Jj. l{，t腰痛診療プラク
ティス 文光堂，東京，2007， pp. 68-72 
・ 松本鉄也，堀江稔，三ツ浪健一:シンドローム X.綾Jg若遁'Ef!#tl(I/) :ぞの
般の綾Jg/l;戻~ffi ~â"めて. 日本臨休東京， 2007， pp. 143-146 
・伊藤英樹，堀江稔:致死性不整脈の遺伝子診断• Annual尺eVJew綾環諒2007.
中外医学社，東京， 2007， pp. 191-195 
・ 伊藤英樹，堀江稔:QT延長症候群 QT !1l'h府の診かた・ 4雪之方.医学書院，
東京， 2007， pp. 13ト132
・ 酒井宏，蔦本尚慶，堀江稔 :心筋マーカー.最新E学 :_glj府:綾環若7.最
新医学社，大阪， 2007， pp.58-67 
【2006】
・堀江 稔:不整脈領域におけるチャネノレ病 • Annual Review綾凌罫2006. 中外
医学社，東京， 2006， pp.44・50
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- 堀江 稔:心不全における不整脈の治療 提言度第疾患J1IJi，の法度 2006-2007.
南江堂，東京，2006， pp. 256-258 
・堀江稔 :Brugada 症候群と遺伝子異常 • !fli.反心厳府宇.文光堂，東京， 2006， 
pp.511-512 
・ 堀江稔:頻脈性不整脈を診る ・治す:QT延長症候群 :病態 ・分類・検査.IJi' 
心臓病診療プラクティス 7:t/Y18fjÿでtfr~.泣す.文光堂，東京， 2006， pp. 351-356 
・ 蔦本尚慶，堀江 稔，林優:心不全治療における抗アノレデステロン薬の有用
性.1Ji.fjで'.fl-lJ潜苦言悲シゲー ズ‘21，結漬悲痛の薬物J診療 メジカノレビュー 社，
東京，2006， pp.291・301.
・ 蔦本尚慶，堀江稔 : 心不全における神経体液性因子 • lJi.fjで.fl-lJ綾震悲痛
シゲ-_A"9，心不全.診断ワ旨療'管理.メジカルビ、ュ一社，東京， 2006， pp.65-75 
・ 蔦本尚慶，久高田俊明:心不全の臨床.月符学/ 医学書院3 東京， 2006， pp 
684-6% 
・ 蔦本尚慶:バイオマーカーからわかる心不全. 心不全若予かする 中山書庖，
東京，2006， pp.98-105 
・ 蔦本尚慶 :体液調節の薬理学. 病態盆IA/.ご亙ブぐa草原薬理学 メデイカルサイ
エンスインターナショナノレ，東京，2006， pp. 322・340
・ 蔦本尚慶，堀江 稔: 新薬インデックス 2006 : クヅニカノLプラクティス~flj号.
Elsevier Japan，東京，2006， pp. 468-470 
・ 芦原貴司:心筋の細胞外電位を考える :ペーシングから電気ショックまで.4k
t[不塁腕/;tJ&ご-lJのか. コロナ社，東京，2006， pp.158-182 
・ 芦原貴司，中沢一雄:不整脈シミュレーションはどこまで真実か? 有用性か
ら限界まで.42ず不壁新/;iJ&二石のか. コロナ社，東京， 2006， pp.203引 5
・ 八尾武憲:不整脈の起こりやすさとは何か:心筋受攻性を考える・心筋受攻性
のバイドメ イ ン ・ シミュレーション• ld.-tf不壁新/;iJ&ζ 石のか コロナ社，東
京，2006， pp. 183-193 
【2005】
・堀江稔 :QT 延長症候群における リ スクの層別化 • Annual Review 2005 .結震
葬.中外医学社，東京， 2005， pp. 113-117 
・堀江 稔:Ablation of Atrial Fibrillation Anatomic Consid巴rations.AHA Highlights 
2004 ティー・エム・ シーカンパニー，東京，2005， pp. 156・161
・ 堀江稔 : 不整脈診断に必要な各種検査法 : 遺伝子解析 • lJi.fjで'.fl-lJ綾震搭
シヅーズブ-不整理原 メジカノレビ、ュ一社，東京， 2005， pp. 136・139
・堀江 稔:Andersen 症候群• Afedica/ To.ρics Series :不壁新2005. メディカノレ








・ 蔦本尚慶， 堀江稔 : B恥? と心不全エピデンスを中心に • lJi BMP e: B1t/!lf 




・ 蔦本尚慶，堀江 稔 :心筋線維化のかかわりは• IJi'心腹痛診療プラクティス 6: 
心不全に挑む・患者を救う. 支弘主，葬去、2005，pp.118-123 
・ 蔦本尚慶，堀江 稔:心不全の診断と予後予測 :血液生化学データにより予後
を推測できるか?EBM fJlf$悲嘉彦の泣度 中外医学社，東京， 2005， pp. 194・201
・ 蔦本戦車，寵江 稔: む不全三のも敬二戦査煎~.慢性心不全 : 最新医学期冊.
最新医学社，東京，2005， pp.59-67. 
・ 中上拓男，辻井英治，浜本 徹，田中秀央-モデル動物各論 :組織 ・臓器別:
心臓・血管 ・血液.心筋虚血. ぞデル嘉彦助の伊.A/e:雄舟.エノレ ・アイ ・シー，
東京， 2005， pp. 246-252 
【2004】
・ 堀江稔 :QT 延長症候群 : 致死性不整脈に対する新しいス ト ラテジー • /D富E
~tJtι、. メジカノレビュー社，2004， pp. 200-202 
・ 堀江 稔 :心筋イオンチャネノレ病.心厳ナどゲーター.メディカノレレビュー社，
大阪， 2004， pp. 32-33 
・ 堀江稔:QT延長症候群原因遺伝子から心電図を探る.不霊腕診断のコツt
/Ne: L-;'¥.中山書庖，東京， 2004， pp.l00-l01. 
・ 堀江 稔薬剤性QT延長症候群:思わぬピッ トフォーノレに陥らないために.不
星空厳正診断のコ::;e: /N e:L-/¥. 中山書庖，東京， 2004， pp. 178-179 
・ 堀江稔(分担) :;掠主任成善局、6みたナ介ヅウム符'1ftベプチκ 日本臨床，
東京， 2004;62(9)， pp. 101・102・木之下正彦:将来展望.帰理若葉原F控Update(木之下正彦編集) • Medical Front 
International Limited社，東京，2004， pp.127-132. 
・ 蔦本尚慶，堀江稔 :心機能の液性調節機序• IJi・/DS蔚診療プラクディス3: 
心長野結~tlf -!J. 文光堂，東京，2004， pp.62司70.
・ 蔦本尚慶，堀江 稔:心不全診療Jゲイダンス メジカノレビュー社，東京，2004， 
pp.80-90 
・ 松本鉄也 :硝酸薬耐性酸化ストレスと内皮機能.併貨薬府活Update(木之下正
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彦編集) • Medical Front International Limited社，東京， 2004， pp.91-101 
【2003】
・ 堀江稔:細胞内潅流法• jJiノ，0:;;デクラシプ実験度街法.吉岡書庖，京都，2003， 
pp. 193-202 
・ 堀江稔 :QT延長症候群の分類と遺伝子異常について最近の知見を教えてくだ
さい.不霊草野診療Jゲイダシス.メジカノレビュー社，東京， 2003， pp. 44・45
・ 堀江稔，大谷秀夫 :心疾患を知る:不整脈. ナースのための輝度護岸 メデ
イカ出版，大阪， 2003， pp. 72-96 
・ 堀江 稔・心房細動の病理 ・病態生理:自律神経 長野E手笠原府 :jJi/.， (; I診断
e;診療のABC.綾度表2:，/)房;細身.最新医学社，大阪， 2003， pp.40-47 
・ 堀江 稔:不整脈治療薬の催不整脈作用. 今月の;;.手療fli/f-.ヂ草子V亭 .綾Z言葉度S
J診療スタンダ-/<総合医学社，東京，2003， pp. 149-151 
・ 辻田靖之:247大動脈の疾患， 248四肢の血管疾患.パヅY二/沖押学 じ康善子第15
府): ~干差fli!tR. メディカ ノレ ・ サイエンス ・ インターナショナノレ，東京， 2003， 
pp.1475-1487 ・中沢一雄，芦原貴司，鈴木亨，八尾武憲，難波経豊.致.fE活不壁新の長野We/.，
てのスバイラノLヅエシ戸、ヅ 心.のフィジ才一ム .tH%lt!A現象のシZユレー




【2012】・Ashihara工HaraguchiR， Nakazawa K， Namba T， Ikeda工NakazawaY， Ozawa T， Ito M， 
Horie M， Trayanova NA: The role of fibroblasts in complex fractionated巴lectrograms
during persistent/permanent atrial fibrillation implications for巴lectrogram-basedcatheter 
ablation. Circ Res. 110(2): 275-284， 2012 ・IjiriT， Ashihara T， Umetani N， Igarashi T， Haraguchi R， Yokota H， Nakazawa K: A 
kinematic approach for efficient and robust simulation of cardiac beating motion. PLoS 
ONE 7(5): e36706， 2012 
• Yamazaki M， Honjo H， Ashihara T， Harada M， Sakuma 1， Nakazawa K， Trayanova N， 
Horie M， Kalifa J， Jalife J， Kamiya K， Kodama 1:Regional cooling facilitates termination 
of spiral-wave reentry through unpinning of rotors in rabbit hearts. Heart Rhythm. 9(1) 
107・114，2012・KatoS， Honjo H， Takemoto Y， Takanari H， Suzuki T， Okuno Y， Opthof T， Sakuma 1， 
Inada S， Nakazawa K， Ashihara T， Kodama 1， Kamiya K: Pharmacological blockade of IKs 
d巴stabilizesspiral-wave reentry under s-adren巴rgicstimulation in favor of its early 
tenninatio11. J Pharmacol Sci. 119(1) 52-63，2012 
• Miyamoto A， Hayashi H， Yoshino T， Kawaguchi T， Taniguchi A， Ito H， Sugimoto Y， Ito M， 
Makiyama T， Xue JQ， Murakami Y， Horie M: Clinical and electrocardiographic 
characteristics of patients with short QT interval in a large hospital-based population 
Heart Rhythm. 9(1): 66・74，2012
• Kimura T， Morimoto T， Furukawa Y， Nakagawa Y， Kadota K， Iwabuchi M， Shizuta S， 
Shiomi 1王TadaT， Tazaki J， Kato Y， Hayano M， Abe M， Tamura T， Shirotani M， Miki S， 
Matsuda M， Takahashi M， Ishii K， TanalくaM， Aoyama T， Doi 0， Hattori R， Tatami R， Suwa 
S， Takizawa A， Takatsu Y， Takahashi M， Kato H， Takeda T， Lee JD， Nohara R， T，巴iC， Horie 
M， Kambara H， Fujiwara H，恥1itsudoK， Nobuyoshi M， Kita T， 01 behalf of the 
CREDO-Kyoto PCI/CABG registry cohort-2 investigators: Association of the use of proton 
pump inhibitors with adverse cardiovascular and bleeding outcomes after percutaneous 
coronary intervention in the Japanese real world clinical practice. Cardiovasc Interv Ther. 
(In press) 
• Shizuta S， Ando K， Nobuyoshi M， Ikeda T， Yoshino H， Hiramatsu S， Kazatani Y， 
Yamashiro K， Okajima K， K勾iyaT， Kobayashi Y， Kato T， Fujii S， Mitsudo K， Inoue K， Ito 
H， Haruna Y， Doi T， Nishio Y， Ozasa N， Nishiyama K， Kita T， Morimoto T， Kimura T， for 
the PREVENT-SCD Investigators: Prognostic utility of T-wave alternans in a real-world 
population of patients with le仇 ventriculardysfunction: the PREVENT-SCD study. Clin 
Res Cardiol. 101 (2) 89-99， 2012 ・HattoriT， Makiyama T， Akao M， Ehara E， Ohno S， Iguchi M， Nishio Y， Sasaki K， Itoh H， 
Yokode恥1，Kita T， Horie恥1，Kimura T: A novel gain-。ιfunctionKCNJ2 mutation 
associated with short QT syndrome impairs inward rectification of Kir2.1 curr巴nts




Cardiovasc Res. 93(4): 666・673，2012.
• Makita N， Seki A， Sumitomo N， Fukuhara S， Watanabe H， Shimizu W， Bezzina CR.， 
Hasdemir C， Mugishima H， Makiyama T， Baruteau A， Baron E， Horie M， Hagiwara N， 
Wilde AAM， Probst V， Marec HL， Delmar M， Roden DM， Mochizuki N， Schott JJA 
Connexin 40 mutation associated with a Ilalignant variant of fallilial progressive heart 
block type-1. Circ Arrhythm Electrophysiol 5(1): 163・172，2012
• Natsuaki M， Morimoto T， Furukawa Y， Nakagawa Y， Kadota K， Iwabuchi M， Shizuta S， 
Tomohisa Tada T， Tazaki J， Shiomi H， Kato Y， Hayano M， Abe M， Ehara N， Mizoguchi T， 
恥1itsuokaH， Inada T， Araki恥1，Kaburagi S， Taniguchi R， Eizawa H， Nakano A， Tei C， 
Horie M， Ogawa H， Tamura T， Shirotani M， Takahashi }.，孔 Ishi 1， Tatami R， Suwa T， 
Takizawa A， Takahashi M， Takeda T， Nohara R， Fujiwara H，恥1itsudoK， Nobuyoshi M， 
Kita T， Kimura T， on behalf of the CREDO-Kyoto PCI/CABG registry cohort-2 
investigators: Comparison of three-year clinical outcomes a白er transradial versus 
transfemoral percutaneous coronary intervention. Am J Cardiol. (1n press) 
• Wu J， Ding WG， Matsuura H， Horie M: Regulatory Ilechanisms underlying the modulation 
ofGIRK1/GIRK4 h巴teromericchannels by P2Y receptors. Pflugers Arch. 463(4): 625-633， 
2012 
• Aizawa Y， Sato A， Watanabe H， Chinushi M， Furushima H， Horie M， Kaneko Y， Imaizllmi 
T， Okllbo K， Watanabe 1， Shinozaki T， Aizawa Y， Fukuda， Joo K， Haissaguerre M 
Dynamicity of the J wave in idiopathic ventricular fibrillation with a special reference to 
pallse-dependent allgmentation of the J wave. J Am ColI Cardiol. 59(22): 1948・1953，
2012 
• Okayasll H， Ozeki Y， FlIji K， Takano Y， Saeki Y， Hori H， Horie M， Higuchi T， KlInlgi H， 
Shimoda K: Phannachoth巴rapeuticdeterminants for QTc interval prolongation in Japanese 
patients with mood disorder. Pharmacopsychiatry 45(7) 279・283，2012・KinoshitaT， Asai T， SlIzlki T， Matsllbayashi K， Horie M: Time course and prognostic 
implications of QT interval in patients with coronary artery disease undergoing coronary 
bypass surgery. J Cardiovasc Electrophysiol. 23(6): 645-649ラ2012.
• Watanabe H， Nogami A， Ohkubo K， Kawata H， Hayashi Y， Ishikawa T， Makiyama T， 
Nagao S， Yagihara N， Takehara N， Kawamllra Y， Sato A， Okamura K， Hosaka Y， Sato M， 
FlIkae Sラ ChinushiM， Oda H， Okabe M， Kimura A， Maemllra K， Watanab巴1，Kamakura S， 
Horie M， Ai:zawa Y， Shimizl W， Makita N Response to letter regarding article， 
"Electrocardiographic characteristics and SCN5A mutations in idiopathic ventricular 
fibrillation associated with early repolarization". Circ Arrhythm Electrophysiol 5(2) 
e60-e61，2012 ・KimuraH， Zhou J， Kawamura M， Itoh H， Mizusawa Y， Ding WG， WlI J， Ohno S， 
恥1akiyamaT， Miyallloto A， Naiki N， Wang Q， Xie Y， Suzuki T， Tateno S， Nakamura Y， 
Zang WJ， Ito恥1，Matsllura H， Horie M: Phenotype variability in patients carrying KCNJ2 
mutations. Circ Cardiovasc Genet. 5・344・353，2012
• Shiomi H， Marillloto T， Hayano M， Furukawa Y， Nakagawa Y， Tazaki J， lmai M， Yalllaji K， 
Tada Tラ NatsuakiM， SaりoS， Funakoshi S， Nagao K， Hanazawa K， Ehara N， Kadota K， 
堀江稔教授就任・呼吸循環器内科設立 10周年記念誌
循環器内科 -Eミョ・E産量・m圃恒酒量君臨震..
Iwabuchi M， Shizuta S， Abe M， Sakata R， Okabayashi H， Hanyu M， Yamazaki F， 
Shimamoto M， Nishiwaki N， Imoto Y， Komiya T， Horie M， Fujiwara H， Mitsudo K， 
Nobllyoshi 恥久 Kita T， Kimllra T， CREDO-Kyoto PCI/CABG Registry Cohort-2 
Investigators: Comparison of long-term outcome after percutaneous coronary intervention 
versus coronary artery bypass grafting in patients with unprotected left main coronary 
a巾 rydisease (from the CREDO-Kyoto PCI/CABG Registry Cohoは・2).Am J Cardiol 
110(7): 924-932，2012. 
• Watanabe H， Nogami A， Ohkubo K， Kawata H， Hayashi Y， lshikawa T， Makiyama T， 
Nagao S， Yagihara N， Takehara N， Kawamura Y， Sato A， Okamura K， Hosaka Y， Sato M， 
Fukae S， Chinushi M， Oda H， Okabe M， Kimura A， Maemura K， Watanabe 1， Kamakura S 
Horie M， Aizawa Y， Shimizu W，恥1akitaN Clinical characteristics and risk of arrhythmia 
recllrrences in patients with idiopathic ventricular fibrillation associated with early 
repolarization. Int J Cardiol. 159(3): 238-240，2012. 
• Egashira T， Yuasa S， Suzuki T， Aizawa Y， Yamakawa H， Matsllhashi工OhnoY， Tohyama S， 
Okata S， Seki T， Kuroda Y， Yae K， Hashimoto H， Tanaka T， Hattori F， Sato T， Miyoshi S， 
Takatsuki S， Murata M， Kurokawa J， FlIrukawa T， Makita N， Aiba T， Shimizu W， Horie M， 
Kamiya K， Kodama 1， Ogawa S， Fukuda K Disease characterization using LQTS-specific 
induced pluripotent stem cels. Cardiovasc Res. 95・419-429，2012
• Tokushige A， Shiomi H， Morimoto T， Furukawa Y， Nakagawa Y， Kadota K， Iwabuchi M， 
Shizuta S， Tada T， Tazaki J， Kato Y， Hayano恥1，Abe M， Ehara N， Inada T， Kaburagi S， 
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部は分極するのかしないのか? 心霊'/JY. 32: 249-252，2012 ・芦原貴司:連載「モデ、/レ解析の視点J:第 3回，心室壁内部の分極を可視化して電
気的除細動のメカニズムに迫る • 1)害'@.32， 2012. (In press) ・芦原貴司:連載「モデル解析の視点」・第 1回， 電気的除細動では心臓全体が脱分
極してリセッ トされるのか? 心'fIt/lJl. 32: 16ト164，2012・八尾武憲， 71<1畢有香，中津優子，宮本証，伊藤英樹，芦原貴司，杉本喜久，伊藤
誠，堀江 稔 :J波を伴う特発性心室細動におけるデバイス治療の工夫と有効性 :
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伴う Andersen-Tawil症候群の神経生理所見 原反執f.I!EJA.学. 39(1): 18-23，2011 
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稔:肺静脈隔離術後の心房細動再発検出における携帯型心電計の有用性. 心霊E
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・ 堀江稔:Romano-Ward症候群 I/'!A符診療 72:221，2009
・ 堀江稔:TOP : 不整脈研究の流れ• 810 αinica. 24: 405，2009 
・ 堀江稔:アップストリーム治療.診断t泣療 97:1022-1027，2009 
・ 堀江稔:遺伝性不整脈• Heart View. 13(9): 47-51， 2009 
・ 堀江稔致死性不整脈に関する遺伝子研究の現状 不整府 News&Views. 8-10ヲ
2009 
・ 堀江稔.不整脈研究の流れ• 810 Clinica. 310・405，2009
・ 堀江稔:薬剤性 QT 延長症候群 • ICU e CCU. 33: 19-24，2009 
・ 堀江稔:薬剤性QT延長症候群. 綾震'1#.65(6): 546-550，2009 
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318-325，2008 ・蔦本尚慶，林優，田中俊成，西山敬三，山本孝，山路正之，藤井応理，伊藤誠，
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付けを考える • Medical Tribune， 40: 60-61， 2007 ・松本鉄也，藤田正俊，樽谷康弘，山根哲信，高島弘行，中江一郎，堀江稔:全身
の周期的加速運動の血管内皮機能に対する効果. 心臓 39(11):986-990，2007 
• Tamaki S， Nakamura Y， Yoshino T， Matsumoto Y， Takayama T， Tarutani Y， Okabayashi T， 
Kawashima T， Horie M: Change of medication to candesartan from valsartan is effective 
for patients with morning hypertension (ATOM-Convert C Study)-Candesartan is 
e町民tivefor morning hypert巴nSlvepatlents-，薬理と治療 35(4)373-377，2007， ・環慎二，寺村真範，酒井宏，高山智行，岡林旅人，川嶋剛史，堀江稔高血
圧患者における早朝高血圧とメタボリツクシンドロームとの関連.公立伊賀婿;信tfi!
要.10: 1-5，2007 ・中江一郎，松尾信郎，松本鉄也，堀江 稔:高血圧患者における梼骨動脈脈波
Augment山 onlndex測定の意義 TherapeuticRes， 28(9): 1785-1787， 2007 ・松尾信郎，中江一郎，高島弘行，堀江稔:マルチスライス CTによる非侵襲的冠
動脈プラークの評価. 緩若葉昇平.62(4): 393-399，2007 ・芦原貴司，中津優子， 八尾武憲，城日加里，伊藤英樹，杉本喜久，伊藤誠，堀江
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